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令
和
７
年
度
受
賞
者
・
入
賞
者
一
覧

第
79
回
全
国
茶
品
評
会

か
ぶ
せ
茶
の
部

１
等
賞
　
農
林
水
産
省

　
　
農
産
局
長
賞

　
　
　
　  
森
口
　
雅
至

　

２
等
賞　

勝
谷　

健
士

　

２
等
賞　

下
岡　

清
富

　

３
等
賞　

西
川　

栄
彥

玉
露
の
部

　

３
等
賞　

下
岡　

清
富

普
通
煎
茶
の
部

　

３
等
賞　

勝
谷　

健
士

産
地
賞
（
か
ぶ
せ
茶
の
部
）　

　

第
３
位　

宇
治
田
原
町

第
77
回
関
西
茶
品
評
会

か
ぶ
せ
茶
の
部

　

２
等
賞　

下
岡　

清
富

　

２
等
賞　

勝
谷　

健
士

　

２
等
賞　

森
口　

雅
至

普
通
煎
茶
の
部

３
等
賞　

藤
田　

敦
士

て
ん
茶
の
部

３
等
賞　

下
岡　

清
富

産
地
賞
（
か
ぶ
せ
茶
の
部
）　

　

第
３
位　

宇
治
田
原
町

産
地
賞
（
玉
露
の
部
）　

　

第
３
位　

宇
治
田
原
町

第
43
回
京
都
府
茶
品
評
会

か
ぶ
せ
茶
の
部

　

２
等
賞　

森
口　

雅
至

　

３
等
賞　

勝
谷　

健
士

　

３
等
賞　

下
岡　

清
富

玉
露
の
部

　

２
等
賞　

下
岡　

清
富

　

３
等
賞　

下
岡　

清
富

普
通
煎
茶
の
部

　

２
等
賞　

勝
谷　

健
士

２
０
２
５
年
度

京
都
府
優
良
品
種
茶
園
品
評
会

成
木
茶
園
・
機
械
摘
み
の
部

　

優
秀
賞

　

京
都
府
茶
業
会
議
所
会
頭
賞

　
　
　
　
　

山
岡　

清
一

　

優
秀
賞

京
都
府
茶
協
同
組
合
理
事
長
賞

　
　
　
　
　

奥
田　

友
博

　

優
秀
賞　

　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

京
都
府
本
部
運
営
委
員
会
長
賞

　
　
　
　
　

藤
田　

敦
士

　

優
良
賞　

西
野　
　

仁

幼
木
茶
園
の
部

　

佳
良
賞　

西
野　
　

仁

　

佳
良
賞　

藤
田　

敦
士

〈
敬
称
略
〉

　

令
和
３
年
７
月
に
静
岡
県
熱
海
市
で
発

生
し
た
大
規
模
な
土
石
流
災
害
を
踏
ま
え

て
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法

が
施
行
さ
れ
、
京
都
府
に
お
い
て
は
、
令

和
７
年
５
月
１
日
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

◆
規
制
区
域
に
つ
い
て

　

京
都
府
全
域
が
規
制
対
象
区
域
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
本
町
に
つ
い
て
は
、
宅
地

造
成
等
工
事
規
制
区
域
と
特
定
盛
土
等
規

制
区
域
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

◆
規
制
対
象
と
な
る
盛
土
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
参
照
）

　

通
常
の
営
農
行
為
に
つ
い
て
は
、
規
制

対
象
外
で
す
が
、
表
土
の
補
充
等
で
１
ｍ

盛
土
規
制
法
に
つ
い
て

を
超
え
る
盛
土
を
す
る
場
合
は
、
規
制
の

対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
京
都
府
関
係
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
＝
京
都
府

　
山
城
北
土
木
事
務
所
建
築
住
宅
課

　
　
　
（
℡
0
7
7
4-

6
2-

0
6
2
4
）

　

特
定
盛
土
等
規
制
区
域
＝
京
都
府
山
城

　
広
域
振
興
局
森
づ
く
り
振
興
課

　
　
　
（
℡
0
7
7
4-

2
1-

3
0
8
7
）

問い

山口農産局長と森口雅至さん（右）
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昨
年
8
月
8
日（
金
）に
役
場
に
て
、宇
治

田
原
町
農
業
委
員
会
と
し
て
初
め
て
農
地

農
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。相
談
会
に

は
町
内
で
新
規
就
農
を
考
え
て
い
る
町
外
在

住
者
が
来
所
さ
れ
、地
元
農
業
委
員
と
し
て

会
長
、会
長
職
務
代
理
が
相
談
に
応
じ
ま
し

た
。

　

相
談
会
で
は
新
規
就
農
を
考
え
て
い
る
方

か
ら
、町
内
で
今
後
計
画
し
て
い
る
農
業
の
経

営
方
法
等
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、委
員
か
ら

は
地
元
の
農
業
の
状
況
、有
害
獣
対
策
の
必

要
性
等
に
つい
て
助
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
規
就
農
に
か
か
る
相
談
の
み
で

し
た
が
、町
内
の
農
地
の
貸
し
借
り
等
農
地

に
関
す
る
困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
い

た
だ
け
る
場
と
し
て
今
後
も
相
談
会
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
地
農
業
相
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

農業者年金農業者年金でで自由自由にに豊か豊かな生活をな生活を

老後生活はとても長く、国民年
金だけでは将来不安です。農業
者年金は、独立行政法人農業者
年金基金によって運営されてい
る公的な年金です。国民年金に
上乗せする“二階部分”として、
農業者年金で老後への備えをお
すすめします。

①20歳以上、60歳未満
②国民年金の1号被保険者(保険
料免除者を除く)
※国民年金に任意加入される60
歳以上65歳未満の方は、農業者
年金にも加入できます。
③年間60日以上、農業に従事し
ている人(農地の権利名義を持っ
ている必要はありません)
　例えば…農業をされる方の配
偶者、後継者。農業法人や個人
農家で短期的に労働するパート·
アルバイト。自営業を営む兼業
農家。小規模の菜園をされてい
たり、地域の農業に関係して農
地の草刈りや水路清掃、話し合
いなどをされている方は加入で
きます。

農業者年金とは 加入すればこんなメリットが

加入資格

　積立方式で安心
「将来ちゃんと年金がもらえるの？」とご心配な
方も安心。農業者年金は、自分で積み立てた保険
料と、その運用益によって将来受け取る年金額が
決まる「積立方式(確定拠出型)」。加入者や受給
者の数に影響されません。

MERIT

1

　一生涯にわたり受け取れる
農業者年金は、65歳から支給され、一生涯にわ
たり受け取ることが出来る終身年金。もし80歳
前に死亡した場合、80歳まで受け取るはずだっ
た年金相当額が死亡一時金として遺族に支払われ
ます。

MERIT

2

　自由に保険料を設定
保険料は、月額2万円から、千円単位で最高6万7
千円まで自由に選択でき、随時変更が可能です。

MERIT

3

　節税効果が大きい
納めた保険料は、全額社会保険料控除になり、所
得税·住民税の節税につながります。運用益も非課
税です。さらに、将来受け取る農業者年金にも、
公的年金等控除が適用されます。

MERIT

4

詳細、要件については、宇治田原町農業委員会もしくはJA、
農業者年金基金にお問い合わせください。

農地農業相談会の様子
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農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
権
利
移
転
や
転
用
等
の
許
認
可
の
ほ
か
農
地
利
用
の
最
適
化
、

農
家
か
ら
の
相
談
や
新
規
就
農
相
談
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
推
進
な
ど
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
町
役
場
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

  

化
推
進
委
員
の
役
割

❖
農
業
委
員

①
主
な
役
割
は
、
農
業
委
員
会
の
総

会
や
部
会
で
の
意
思
決
定
、
つ
ま

り
、
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
や

転
用
許
可
へ
の
意
見
具
申
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
指
針
を
作
成
し
、

農
地
利
用
最
適
化
施
策
に
関
す
る

関
係
行
政
機
関
へ
の
意
見
の
決
定

を
担
い
ま
す
。

②
こ
の
ほ
か
、
現
場
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
農
地
の
権
利

移
動
、
遊
休
農
地
や
転
用
の
現
地

確
認
や
推
進
委
員
と
連
携
し
て
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
業
者
等
へ
の

農
地
の
利
用
意
向
調
査
等
を
行
っ

た
り
、
地
域
で
の
話
し
合
い
に
参

加
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❖
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

①
主
な
役
割
は
、
担
当
区
域
の
「
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
」、
つ
ま
り
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
や
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参

入
の
促
進
な
ど
で
、
主
に
日
常
的

な
現
場
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、
農
業
者
等
へ
の
農

地
の
利
用
意
向
の
調
査
や
、
地
域

で
の
話
し
合
い
に
参
加
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

②
こ
の
ほ
か
、
総
会
、
部
会
に
出
席
し

て
担
当
地
区
の
農
地
利
用
の
最
適

化
に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
報
告

し
た
り
、
農
地
の
権
利
移
動
・
転

用
に
あ
た
っ
て
意
見
を
述
べ
た
り
、

農
地
利
用
最
適
化
指
針
の
作
成
で

意
見
を
述
べ
た
り
し
ま
す
。

  

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

  

化
推
進
委
員
と
の
連
携

　

農
業
委
員
会
は
、
農
業
経
営
の
合

理
化
を
進
め
、
農
業
一
般
に
関
す
る

調
査
と
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

を
進
め
る
た
め
に
重
要
な
取
組
み
で

あ
り
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
募
集

  

農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適

  

化
推
進
委
員
に
な
る
に
は

　

市
町
村
が
実
施
す
る
推
薦
・
公
募
の

期
間
中
に
必
要
書
類
を
提
出
し
ま
す
。

農
業
委
員
は
、
そ
の
書
類
を
基
に
議

会
の
同
意
を
得
た
う
え
で
首
長
が
任

命
し
ま
す
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
は
、
そ
の
種
類
等
を
基
に
農
業

委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。
詳
し
く
は

次
の
と
お
り
で
す
。

  

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最  

  

適
化
推
進
委
員
募
集
要
項

❖
共
通
事
項

１　

任
用
期
間　

令
和
８
年
７
月
20

日
か
ら
令
和
11
年
７
月
19
日
ま
で
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２　

身
分　

宇
治
田
原
町
の
特
別
職

の
非
常
勤
職
員

３　

推
薦
を
受
け
る
者
及
び
応
募
す

る
者
の
資
格

　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

①
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て

復
権
を
得
て
い
な
い
者

②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者

③
推
薦
又
は
応
募
の
日
に
お
い
て
20

歳
未
満
の
者

④
町
内
に
在
住
し
て
い
な
い
者
（
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
み
）

４　

応
募
に
係
る
手
続
き

　

所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
令
和
８
年
３
月
２
日
（
月
）

～
３
月
25
日
（
水
）
ま
で
に
郵
送
又

持
参
に
よ
り
役
場
産
業
観
光
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
様
式
は
事

務
局
備
え
付
け
の
ほ
か
、
町
Ｈ
Ｐ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

❖
農
業
委
員

１　

募
集
人
員　

14
名

２　

業
務
の
内
容　

①
農
地
の
転
用
、
権
利
移
動
等
の
農

地
法
に
基
づ
く
業
務

②
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
約
化

③
耕
作
放
棄
地
の
発
生
の
防
止
、
解
消

の
推
進
に
関
す
る
業
務　
　

な
ど

❖
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

１　

募
集
人
員　

９
名

２　

業
務
の
内
容

①
農
地
の
利
用
状
況
調
査
及
び
利
用

意
向
調
査

②
農
地
の
適
正
利
用
の
確
保
に
向
け

た
現
地
活
動

③
農
地
の
貸
し
手
・
借
り
手
の
掘
り

起
こ
し
や
マ
ッ
チ
ン
グ　
　

な
ど

３　

そ
の
他
推
薦
及
び
応
募
に
関
す

る
こ
と

①
推
進
委
員
は
、
同
時
に
複
数
の
区

域
へ
推
薦
又
は
応
募
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
選
考
の
過
程
に
お

い
て
い
ず
れ
か
一
つ
の
区
域
を
指

定
し
て
委
嘱
し
ま
す
。

②
農
業
委
員
と
重
複
し
て
推
薦
又
は

応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
農

業
委
員
と
推
進
委
員
を
兼
ね
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
重
複
し
て
推
薦

ま
た
は
応
募
し
た
場
合
、
先
に
農
業

委
員
の
候
補
者
の
選
考
を
実
施
し
、

こ
の
選
考
に
漏
れ
た
場
合
に
限
り
、

推
進
委
員
の
候
補
者
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

  

農
業
委
員
へ
女
性
の
登
用
を

  

推
進

　

農
業
・
農
村
の
活
性
化
に
向
け
て
、

全
国
各
地
で
女
性
の
農
業
委
員
が
活

躍
し
て
い
る
な
か
、
本
町
で
も
、
現

在
女
性
農
業
委
員
等
は
２
名
の
方
に

ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

豊
か
な
農
村
を
守
り
、
地
域
農
業

を
元
気
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
女

性
の
力
が
必
要
で
す
。

　

地
域
活
動
や
農
業
に
取
り
組
む
女
性

の
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
応
募
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
、

農
地
を
都
合
の
い
い
餌
場
だ
と
認
識

さ
れ
る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。
複
数

の
対
策
を
行
う
こ
と
で
よ
り
高
い
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。

●
農
作
物
を
守
る
方
法

　
【
農
地
を
守
る　

防
護
柵
】

·
防
護
柵
（
金
網
柵
な
ど
）
を
設
置

す
る
。

※
防
護
柵
設
置
補
助
に
つ
い
て

　

国
補
助
制
度
や
町
補
助
制
度
を
活

　

農
業
委
員
会
は
、
町
に
対
し
て
農

業
施
策
等
の
意
見
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
11
日
、
浅
田
会
長
、
堀
口
、
永

井
両
会
長
職
務
代
理
か
ら
、
宇
治
田

原
町
長
へ
町
農
業
の
振
興
や
有
害
鳥

獣
等
に
よ
る
被
害
対
策
の
支
援
等
を

ま
と
め
た
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

宇
治
茶
の
郷
（
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し

ろ
農
産
物
直
売
所
田
原
店
）
店
長
と

農
業
委
員
と
い
う
二
つ
の
役
割
は
、

正
直
に
言
え
ば
毎
日
が
慌
た
だ
し
く
、

簡
単
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
丹
精

込
め
て
育
て
た
農
産
物
が
、
宇
治
茶

の
郷
で
お
客
様
の
笑
顔
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
農
業
委
員
と
し
て
現
場
の
声

を
行
政
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
大
き

な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
農
業
と
暮
ら
し
を
「
つ
な
ぐ

役
割
」
を
担
え
て
い
る
実
感
が
、
忙

用
す
る
こ
と
に
よ
り
負
担
額
を
抑

え
て
柵
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
国
補
助
制
度
を
利
用
す
る
場

合
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
採
択
要
件
な

ど
様
々
な
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
町
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

（
事
務
局
役
場
産
業
観
光
課
）
ま
で

ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
意
図
し
な
い
餌
付
け
を
減
ら
す
】

·
稲
刈
り
後
の
田
の
耕
う
ん
を
行

う
。

·
カ
キ
や
ク
リ
な
ど
の
放
置
果

　

樹
は
伐
採
す
る
。

·
野
菜
く
ず
等
を
ほ
場
に
放
置

　

し
な
い
。

※
放
置
果
樹
等
進
入
で
き
る
農

　

地
に
、
食
べ
ら
れ
る
も
の

　

が
複
数
あ
る
と
、
捕
獲
ワ

　

ナ
に
や
っ
て
く
る
確
立
が
低

　

下
し
ま
す
。
ワ
ナ
の
エ
サ

　

し
か
食
べ
ら
れ
な
い
状
態
を

　

作
る
こ
と
で
、
有
害
捕
獲

　

の
成
功
率
が
向
上
し
ま
す
。

　
【
農
地
へ
近
づ
け
な
い　

環

　

境
整
備
】

·
耕
作
放
棄
地
や
藪
は
野
生
鳥

　

獣
の
隠
れ
家
に
な
る
だ
け
で

　

な
く
、
餌
場
に
な
る
の
で
、

　

適
切
な
管
理
を
行
う
。

防護柵を設置し、有害鳥獣の侵入を防ぐ

農産物を陳列する奥村さん町長へ意見書を提出

し
さ
を
超
え
る
原
動
力
で
す
。
特
に

女
性
の
視
点
を
生
か
し
、
次
世
代
に

誇
れ
る
農
業
と
地
域
を
残
し
た
い
と

い
う
思
い
で
、
日
々
挑
戦
を
続
け
て

い
ま
す
。
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有
害
鳥
獣
か
ら
農
地
を
守
る
た
め
に

農
業
施
策
へ
の

意
見
書
を
提
出

女
性
農
業
委
員
の
声

（
奥
村
喜
美
子
さ
ん
　
禅
定
寺
）



クロスワードクイズクロスワードクイズ タテとヨコのクイズを解き、二重四
角に囲まれた文字を並びかえ、文
字を並び替えて単語を作ってくだ
さい。（ヒント：昨年大人気のキャラ
クター）正解者の中から５名様にＪ
Ａ京都やましろ直売所「宇治茶の
郷」の商品券をプレゼントします。

【タテのカギ】
①北近江の桜の名所　陸からも良し　湖上からも良し
⑥うどんはこれが命
⑧目がくらみ倒れそうになること
⑨一般的な抹茶「おうす」
⑪今日も元気に大声を張ります　おいでやす〇〇
⑫赤ちゃんが生後一か月頃に行う伝統行事
⑭目上の人やお客さんが座る席
⑯こね回すこと　○○あん　○○ようかん
⑰アメリカ五大湖のひとつ
⑲必須脂肪酸が豊富な○○○油
㉒手付金に同じ
㉓天皇家長女愛子さまが公式に単身初訪問された東南アジアの国は？
㉔昨年国内最高気温を記録した伊勢崎市がある県は？
㉖昆虫のさなぎが成虫になること

★当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせ
　ていただきます。
★正解は『町民の窓３月号』に掲載します。

① ⑧ ⑪ ⑭ ㉑ ㉗ 32

② ⑰ ㉘ 37

③ ⑮ ㉒ 33

⑫ ⑱ ㉙

④ ⑯ ㉔ 34

⑬

⑤ ⑨ ㉕ ㉚ 35

⑩ ⑲ ㉓ ㉛ 38

⑥ ⑳ ㉖ 36

⑦

官製はがきに回答を記入のうえ、2月24日（火）までに下記の宛先まで投函してください。
〒６１０－０２８９（郵便番号だけで届きます）宇治田原町役場　農業委員会事務局　あて応募方法

㉗ギリシャ神話「王様の耳は○○の耳」
㉚その際は戸締まりを忘れずに　
32大関　安青錦の出身地　
35ＦＡ権行使せず残留、虎の不動の先頭打者
37料理の仕上げにブランデーなどを振りかけて火をつける
　調理法
38冬至にはお風呂に入れてあったまります

【ヨコのカギ】
①京都サンガスタジアムがある都市  
②昨年末の紅白の司会　今最も黄色が似合う女優
③物事の中心　
④大阪関西万博のシンボルの木造物
⑤ニュージーランドで改良された果物
⑥道真の句でも出てくる「東風」
⑦皮ごと食べられるぶどうの品種
⑩人混みでは注意して下さい
⑬ニンテンドーミュージアムで私がお出迎え
⑮昨年末で廃止のガソリン○○○○税率
⑱華厳、那智、袋田と言えば…
⑲人は肺呼吸、魚は○○呼吸
⑳京都御所の西側にある和気清麻呂が祀られている神社
㉑ 2025 年Ｍ1チャンピオン
㉕畑の地温を上げたり防草目的で使用します
㉘鎌倉・室町・江戸といえば
㉙ブルゴーニュ・ボルドー・シチリアが有名な産地です
㉛豪雪記録といえば必ず出てくる温泉でも有名な町は
33包み隠さず赤○○に
34キムチ、もつ、石狩、寒い季節はこれ！
36「百舌鳥」何と読みますか？

編
集
委
員

編
集
後
記

昨
年
は
猛
暑
で
あ
り
、
雨
が
少
な
く
、

水
稲
の
作
付
準
備
期
間
に
は
必
要
な
水
量

が
な
く
、
水
廻
し
や
、
代
か
き
作
業
を
や

む
な
く
遅
ら
せ
た
り
、
ま
た
、
稲
の
出
穂

期
に
も
雨
が
な
く
、
農
業
に
携
わ
る
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
苦
慮
さ
れ
た

な
か
で
の
作
業
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
推

進
委
員
の
改
選
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
農
地
を
大
事
に
守
り
、
活
用
し
て

い
く
た
め
、
農
業
に
関
し
て
見
識
を
お
持

ち
の
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
農
委
だ
よ
り
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　　
　
　
（
広
報
部
会
長　

奥
村
）

宇
治
田
原
町
農
業
委
員
会
広
報
部
会

　

奥　

村　

喜
美
子
（
広
報
部
会
長
）

　

奥　

野　

隆　

人

　

皆　

川　

秀　

治

　

永　

田　

知　

史

　

浅　

田　

豊　

春
（
会
長
）

　

堀　

口　

正　

美
（
会
長
職
務
代
理
）

　

永　

井　
　
　

保
（
会
長
職
務
代
理
）
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①
就
農
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

そ
れ
ま
で
は
職
人
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

ゆ
く
ゆ
く
は
土
地
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
の
で
、

町
外
で
別
の
仕
事
を
し
な
が
ら
週
末
に
草
刈
り

な
ど
を
す
る
の
で
は
間
に
合
わ
な
い
し
、
年
齢

的
に
も
動
け
る
う
ち
に
土
地
を
活
か
し
た
農
業

を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
新
し
く
出
て
き
た
赤
い

と
う
も
ろ
こ
し
に
魅
力
を
感
じ
て
や
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

②
実
際
に
就
農
し
て
感
じ
た
こ
と
は
？

　

そ
の
年
や
地
域
に
よ
っ
て
気
温
も
雨
量
も

違
っ
て
、
や
っ
て
い
る
作
業
が
は
た
し
て
合
っ

て
い
る
の
か
と
毎
回
不
安
に
な
り
ま
す
。

　

天
候
に
仕
事
が
左
右
さ
れ
る
の
で
予
定
が
立

て
に
く
く
、
収
穫
期
以
外
は
雨
の
日
ば
か
り
休

日
に
な
る
こ
と
が
残
念
で
す
が
、
早
朝
か
ら
が

ん
ば
っ
た
日
の
夕
焼
け
は
き
れ
い
で
す
。
あ
と

は
、
同
業
者
の
方
か
ら
伺
っ
て
い
ま
し
た
が
、

収
穫
期
が
忙
し
過
ぎ
る
こ
と
が
大
変
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

③
現
在
の
耕
作
状
況
は
？

　

１
５
０
ａ
ほ
ど
の
農
地
で
１
／
３
程
度
の
面

積
を
稲
作
、
２
／
３
程
度
の
面
積
で
野
菜
を
作

付
け
し
て
い
ま
す
。

④
宇
治
田
原
町
の
自
然
環
境
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

立
川
区
（
糠
塚
）
の
中
で
も
山
す
そ
で
あ
る

上カ
ミ
テ手
と
、
住
ん
で
い
る
下シ
モ
テ手
で
も
気
温
が
違

い
、
作
物
の
出
来
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
こ
の
地
域
も
同
じ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
等
の

有
害
鳥
獣
の
数
が
増
え
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

⑤
農
業
の
魅
力
や
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は
？

　

正
攻
法
で
な
く
と
も
作
物
は
出
来
る
し
、
い

ろ
い
ろ
な
や
り
方
を
実
践
で
き
る
こ
と
が
お
も

し
ろ
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
盛
大
に
失
敗
も
し
ま

す
が
、
失
敗
し
な
い
と
ダ
メ
な
こ
と
が
わ
か
ら

な
い
し
、
そ
の
経
験
は
次
に
活
か
せ
ま
す
。

　

ど
こ
に
出
し
て
も
見
劣
り
し
な
い
作
物
が
作

れ
た
時
が
一
番
嬉
し
い
で
す
。
お
客
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
え
た
ら
最
高
で
す
。

⑥
農
業
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

農
作
業
に
用
い
る
農
業
用
機
械
の
価
格
が
高

く
、
売
る
側
か
ら
し
た
ら
野
菜
の
価
格
が
安
い

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
雑
草
が
生
え
る
の
が
早
く
、
草
刈
り

作
業
が
大
変
な
こ
と
で
す
。

⑦
ど
の
よ
う
な
時
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
か
？

　

良
い
も
の
が
作
れ
て
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て

い
る
と
き
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

⑧
今
後
の
目
標
は
？

　

あ
る
程
度
主
力
の
作
物
の
時
期
は
固
定
し
て

大
失
敗
を
な
く
し
、
残
り
で
今
よ
り
も
収
益

が
あ
が
る
作
物
を
さ
が
し
て
い
き
、
あ
わ
せ
て

機
械
化
も
す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

⑨
農
業
を
志
す
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

　

自
分
で
売
り
込
み
に
行
け
る
行
動
力
が
必
要

で
す
。

　

農
家
で
あ
り
な
が
ら
商
売
人
で
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
伺
っ
た
際
は
ち
ょ
う
ど
稲

刈
り
作
業
を
さ
れ
て
い
る
最
中
で
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
お
忙
し
い
中
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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若
手
就
農
者
ご
紹
介

が
ん
ば
る
若
手
農
家
に
聞
き
ま
し
た

橋
本
一
也 

さ
ん
（47）

立
川　

令
和
５
年
か
ら
就
農

茶
葉
の
つ
く
だ
煮

材 料

　　茶がら………… 140g
　　土しょうが………  8g
　　砂糖……………… 40g
　　みりん………… 40CC
　　しょうゆ……… 60CC
　　水……………… 40CC

　　ちりめんじゃこ……… 20g
　　かつおぶし……… 20g
　　ごま……………… 20g

Ⓐ

Ⓑ

①土しょうがはみじん切りにする
②Ⓐを鍋に入れ汁気がなくなるまで煮る
③炒ったⒷと②をあわせればできあがり

つ く り 方


